
 

 

 

 

 

 令 和 ７ 年 度   第 ３ 号
 ［ 通 巻     １ ４ ２ 号 ］
 耶 麻 地 区 小 学 校 長 会

令 和 ８ 年 ２ 月 ２ 日

 

      

 

「教師も学び合い」 

 　耶麻地区小学校長会副会長

 　　喜多方市立熊倉小学校長　　　武藤　盛男

　「次の授業の展開で悩んでいるんですが。」放

課後の職員室での一コマである。ミニ事前研究

会のように自然に会話がつながる。そして先輩

の先生方から過去の展開例などの話題が続く。

本校も若手職員の比率が高くなってきている。

単学級のハンデの中、若い先生方は子どもたち

の学びを深める授業展開をいつも真剣に考えて

いる。それに応え、授業等の悩みを共有できる

職員室の雰囲気、風通しのよさがあり、一人一

人の子どもたちを互いに理解しているからこそ

内容も深まる。互いに良い刺激を受けながら、

目の前の子どものために懸命に向き合う先生方

 の熱量に頼もしさを感じる。

　自分もこれまで多くの先輩・同僚に恵まれ、

成長することができたことに感謝しかない。特

に若手の頃は授業は反省しきりで、力の無さを

示すようで、先輩の先生方に教えを請うことも

遠慮していた自分がいた。そして、何よりも多

忙の中で常に担当業務や生徒指導等に追われて

いたようにも思う。子どもたちに対してすまな

 かったと反省することもしきりである。

　今こそ同僚性を高め、授業等の悩みを臆せず

話題にできる職場であってほしい。学力向上対

策として各校での具体的な取組が求められてい

るが、本校はその打ち手の一つが「いつでもど

こでも教材研究」というものだ。仕事は見て学

ぶ面もあるが、先生方の「学び合い」の雰囲気

をさらに醸成するためにも、気軽に悩みを交流

 し、しっかりとつながることが重要と考える。

　先生方にはそれぞれ強みがある。校長として

それぞれの強みを活かし、伸ばし、結果として

子どもたちの力を最大限に引き出すことが責務

である。私も自ら学び続け、拙い実践を伝える

中で、少しでもチームとしての「学び合い」を

 深めていければと思う。
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「子どもの笑顔を求めて」 

　　喜多方市立第三小学校長　　　佐瀬　俊英 

　ある小学校に勤務した教頭時代。子どもたち

と向き合う中で、私は改めて授業の大切さを実

感させられました。毎日、交流していた子ども

たちは「教室にいたって、授業が分からないか

らつまらない。」と話してくれたのです。子ども

たちは自分たちの居場所と授業の中で「分かっ

た。できた。」といった満足感を求めていたので

す。その子どもたちとの生活から、私は『子ど

もたちの笑顔』を大切にする学校づくりを強く

意識するようになりました。 

　そして今も、私は校長として、子どもたちが

毎日、笑顔で安心して学校に通える学校である

ために、「授業が楽しい。」「先生とふれあえるの

が楽しい。」「友達と遊んだり勉強したりするの

が楽しい。」等と思えるような自分の居場所があ

る、楽しい学校をめざしています。 

　この４月、学校が変わり、今の学校の現状を

見てみると、いくつかの課題が見えてきました。

そこで、先生方と話し合い、この１年は子ども

たちのその課題解決に力を入れていくことを確

認し、全職員でその解決に向けての取組を始め

ました。みんなの思いが一つになり、進む道は

少しずつ開かれ、子どもたちの笑顔を見る機会

も増えてきました。 

　４月から先生方と一緒に取り組んできたのは

「確かな学力の定着」と「自己効力感・自己肯

定感の育成」です。これからも、子どもたちが

「学校が楽しい」「授業が楽しい。」そして、「自

分に自信をもてる」ように、先生方と一緒に取

り組んでいきたい思います。 

　子どもたちのたくさんの笑顔を求めて。 
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「かんがえる」 

 　　喜多方市立関柴小学校長　　　佐藤　　潤

令和７年度の学校テーマは、「自ら考え、行動

できる子ども」を育みたいという保護者と教職

員の共通の願いから、「考える」としました。 

第１学期始業式 

かえるは、オタマジャクシから手足が生え、

大きくジャンプするという成長過程を持ちます。

この姿に、子どもたちが「考える」ことを通し

て集団生活の中で磨かれ、学力、体力、対応力

を身に付け、未来へ向かって大きく跳躍してほ

しいという願いを重ねました。「かえる」という

言葉の語呂合わせから、キャラクターをかえる

とし、教職員で「カン・がえる」をデザインい

たしました。「カン」は、各学年が取り組む目標

として、以下のような願いを込めました。 

１年：菅、２年：関、３年：感、 

４年：貫、５年：関、６年：鑑、あゆみ:完 

第２学期始業式 

　テーマ「カン・かえる」には、「かえる（変え

る）＝チェンジ」という挑戦も込めています。

子どもたち一人一人が、頭（学力）、心（対応力）、

体（体力）の３つのうち、最低ひとつでよいの

で、２学期は１学期よりも自分自身を「変える」

ことに取り組み、具体的な目標に向かって努力

することを啓発してきました。 

第３学期始業式 

　テーマ「ふり・かえる」は、1年間の締めくく

りです。現在、子どもたちは中学校進学や次年

度の進級に向けて、学力、体力、対応力を着実

に身に付けている「現在進行形」です。 

　まさに今、大きくジャンプする準備の最終段

階です。がんばる子どもたちのために、教職員

一同スクラムを組み、全力で教育活動に取り組

んでいるところです。 
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「地域と共に考える経営ビジョン」 

    喜多方市立堂島小学校長　　　橋本　　淳 

　学校経営の根幹となる学校経営・運営ビジョ

ン作成に、毎年頭を悩ませています。毎学期末

に教職員で話し合うビジョンの反省や学校評価

を見返し、校長としてどのような学校にしたい

 か考えますが、適切な表現が浮かびません。

　８月29日（金）に市内の校長先生方が集まり、

CS研修会が開催されました。文部科学省総合教

育政策局CSマイスターの安齋宏之先生の講演を

拝聴しました。その中で「山積する学校課題解

決には、校長のリーダーシップは欠かせない。

しかし全てを一人でできるわけではない。受援

力も必要。」というお言葉がありました。その言

葉と演習が、私にとってビジョン作成への大き

 なヒントとなりました。

　本校で秋に行うCS会議は熟議です。この場を

活用し、先生方や保護者・地域の方とともに教

育目標を見直してみようと考え実践しました。

実際話し合うと、様々な思いが溢れ、キーワー

ドをたくさんいただきました。全てのキーワー

ドから、子どもの「笑顔」が浮かんできたので、

「生き生きと活動する堂島っ子」という教育目

標を次年度は「笑顔あふれる堂島っ子」に変更

しました。言葉を見ると一部が変わっただけに

見えますが、学校・家庭・地域の思いがつまっ

た教育目標に仕上がり、これまでにない充実感

 が味わえました。

　今年のビジョン作成は、校長として学校経営

を考える際の大きな経験となり、私の財産のひ

 とつになりました。
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「たくさんの方の支えられて」 

      喜多方市立熱塩加納小学校　　黒子　　学

　令和７年４月に熱塩小学校と加納小学校が統

合し，熱塩加納小学校が誕生しました（パチパ

チパチ）。加納小学校に着任した当初，統合につ

いては令和９年度の話であり，まだまだ先のこ

とと悠長に構えていました。ところが令和５年

の秋も深まった10月下旬に統合へ向けての話が

あれよあれよと進んでいき，令和７年度の統合

へ向けての準備がスタートしました。統合まで

あと１年と２カ月しかない中，本当にできるの

か正直とても不安でしたが「やるしかない！」

と覚悟を決め統合の準備を進めていくと…校歌

や校章，運動着，スクールバス等決定しなけれ

ばならないことがもり沢山。父母と教師の会の

組織や規約作りのために両校の役員の皆様に集

まってもらったり，新設校の教育課程を新たに

編成するために両校の先生方で合同会議を何回

も行ったりしました。また，備品や集金関係，

予算面など事務の先生方にも大変お世話になり

ました。 

　今，思い返してみるとよく令和７年度に間に

合ったなと思います。これもひとえに統合委員

会，保護者，地域，校長会，熱塩小，加納小の

職員等たくさんの方々のおかげです。 

　学校は，校長だけでは動かすことはできませ

ん。本当に周囲の方々に助けていただきました。

人と人との繋がりや絆の大切さに改めて気付か

された１年と半年でした。この統合という貴重

な経験を今後の学校経営に生かしていきたいと

思います。ということで校長先生方，これから

もお世話になります。どうぞよろしくお願いい

たします。 
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「ＴＯＫＫＡＴＳＵ」 

      　喜多方市立豊川小学校長　　樋口　喜敬

　30年前の教職10年目の頃、勤めていた学校で

小教研特別活動の地区大会を受け、現職教育と

して全校で特別活動を研究した時があった。私

は、５年生の担任で学級活動の話合い活動（１）

の授業を提供した。その頃は、若い自分が授業

をやるしかないかぐらいしか考えていなかった

が、今思うと学級経営の基礎となる勉強ができ

たと思う。 

  今年、小教研特別活動部会の部長となった。

すっかり特別活動の良さを忘れていた。久しぶ

りに特活に触れ、学級づくりとは何か、そのた

めに何をすればいいのかなど考えることができ

た。今、若い先生方が増えてきているが、教科

指導に比べると学級づくりは、なかなか教えて

もらえず、意外にわかっていない状況である。

ぜひ子どもたちが楽しいと思える学級や一人一

人の所属感を高められるような学級を目指して

特別活動の研究や勉強をしてはどうだろうか。 

　自分が20代の頃は、先輩の先生方からこんな

活動をして良かったとか、校長先生からは学級

歌を作って、こんな活動をした。今でも同窓会

で会うと子どもたちが歌ってくれるんだという

話も聞いた。昔は良かった的な話になりそうで、

今はなかなかこんなことをしたという話もでき

ないものである。 

 「ＴＯＫＫＡＴＳＵ」が海外の国でも認められ、

外国の教育システムに導入されるようになって

きているそうだ。そもそも特活を実践している

日本で、もう一度、その良さを見直し、いいも

のは継続していくことが大切ではないか。学級

作りだけでなく、学校行事の充実、学校経営に

も良い影響があると思う。 
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「ある日の資料室」 

    北塩原村立裏磐梯小学校長　　村松　泰二郎

　裏磐梯小学校の２階。階段を上がってすぐの

場所に資料室があります。 

　先日、その資料室で昔の教職員名簿を見つけ

ました。そうなると、自分が採用された年度の

教職員名簿を探してしまうのは私だけではない

はずです。初任校が記載されているページを探

します。すると、懐かしい先輩方や校長先生の

姿はもちろん、当時担任していた児童の顔や、

今では語るに堪えない自分の失敗エピソード、

先輩に烈火のごとく指導された出来事が瞬時の

ごとく思い出され、思わず資料室に長居をして

しまいます。  

　また、改めて見てみると、現在の教職員名簿

とは違い、年齢、住所、電話番号など、その個

人情報の多さに驚きます。考えてみれば、当時

は学級連絡網をつくるのも当たり前でした。卒

業アルバムや卒業文集の最後のページは、先生

や児童の住所や電話番号がしっかりと載せてあ

りました。今の社会では信じられませんが、そ

の当時はそれが普通だったのです。 

　世の中が加速度的に変化している中、自分も

その変化に合わせてアップデートしていく必要

があるのでしょう。ダーウィンも「唯一生き残

るのは、変化に最もよく適応できる者である。」

という言葉を残しています。ただ、いつの時代

も変わらないものも存在します。それは、学校

には「学びたい」と思っている子どもがいると

いうこと、そして、教師の仕事とは、そんな子

どもたちの資質や能力をまっすぐに伸ばしてあ

げることなのだろう・・。そんなことを考えた、

ある日の資料室でした。 
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「潜在能力を信じて！」 

   西会津町立西会津小学校長　　 齋藤　勝芳

　この秋、テレビ東京で放映されている「コー

チ」（原作　堂場瞬一）がZ世代に好評を博して

いる。警視庁人事二課から派遣された「冴えな

いおじさん（唐沢寿明）」が、挫折した若手刑事

たちを的確なコーチングで成長させるという内

 容である。

　部下より先に自分が行動してしまう刑事、取

り調べが苦手な刑事、尾行が苦手な刑事などに、

的確なコーチングをすることで自信をもたせて

成長させていく内容は、これまでの刑事ドラマ

 とは異なっている。

　このドラマでは、ベテラン刑事からの熱い指

導ではなく、自分の課題に気付かせ、解決策を

探らせ、まるで自分が解決したかのように思わ

せるコーチングのテクニックが隠れている。ド

ラマを見ていると、効率よくかつ早期に解決さ

せようとするあまり、指示を優先させてティー

チングばかりする自分の指導を振り返ることが

できる。すぐにテクニックを教えれば、解決策

の引き出しを増やすことにつながり、深い傷も

負わないですむと考えてしまうが、それは、本

当の成長には繋がっていなかったのかもしれな

い。コスパやタイパを優先する気持ちに応える

ことと、一方的に指示することは同じではない

 のだ。

　現代の世相を反映するこのドラマからは、「潜

在能力を引き出す言葉」「挫折を乗り越える言葉」

「マインドセット（心のあり方）する言葉」「人

間性の成長を期待する言葉」を学ぶことができ

 る。

　潜在能力を引き出し、ともに成長を喜べる上

 司を目指していきたい。

＜ 編集後記＞ 
　今年度、校長先生方、関係の皆様のご協力により、会報「耶
麻」を無事に発行できましたことに、心より感謝いたします。
ありがとうございました。 
　耶麻地区に赴任し、まもなく１年が過ぎようとしています。
決断する難しさを感じながらも、校長会の「耶麻は一つ」とい
うキーワードに支えられました。今後もよろしくお願いします。 
　令和７年度 耶麻地区小学校長会 広報部長 

喜多方市立高郷小学校長 塩生敬久
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雪の飯豊連峰


